物 品 供 給 単 価 契 約 書

　物品の供給に関し、発注者　宮崎市（上下水道局）と受注者　　　　　　は、以下第1条から第13条までの条項により契約を締結する。

第1条　品名・規格及び契約単価は次のとおりとする。

	品　　　名
	規　　格
	単 位
	契約単価
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2　受注者が発注者に納める契約保証金は　　　とする（免除の場合の根拠規定　宮崎市財務規則第１０５条第１項第　号）。

第2条　履行期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとする。

第3条　前条に定める期間中において単価に著しい変動があった場合には、発注者、受注者協議のうえ、改定することができるものとする。

第4条　受渡場所及び納入期限は、物品を購入するつど、発注者が指定する。

第5条　受注者は、発注者の注文する物品を、第1条の契約単価をもって納入期限までに納品書を添えて納入しなければならない。

第6条　受注者は、この契約から生ずる権利義務を第三者に譲渡し、又は担保に供してはならない。

第7条　受注者は、自己の責に帰さない理由により納入期限までに物品を納入することができないときは、発注者に対して納入期限の延長を請求することができる。この場合において、当該延長する日数は、発注者の定めるところによる。

2　受注者は、自己の責に帰する理由により納入期限内に物品を納入することができないときは、納入期限の猶予について発注者の承認を受けなければならない。

第8条　受注者は、物品を納入しようとするときは、品質、規格、数量等について発注者の検査を受けなければならない。

2　前項の検査の結果、不合格と決定した物品は、受注者において、発注者の指定する期限内にこれを良品と取替え、前項の規定に準じて再検査を受けなければならない。

3　前項の取替えによって生ずる損害は、すべて受注者の負担とする。

4　受注者は、第１項又は第２項の規定により検査に合格したときは、発注者に当該物品を引渡さなければならない。

第9条　物品の所有権は、前条の検査に合格し、当該物品の引渡しをしたときに、発注者に移転するものとする。

第10条　前条の規定により所有権が移転したときは、受注者は発注者に対して物品の代金の支払いを請求することができる。

2　発注者は、前項の規定により受注者が提出する適法な請求書を受理した日から30日以内に、当該物品の代金を支払わなければならない。

第11条　受注者の責に帰すべき理由により契約が履行されない場合において、発注者が損害を受けたときは、受注者は、その損害を賠償しなければならない。

第12条　発注者は、受注者が次の各号の一に該当するときは、この契約を解除することができる。

（1）受注者の責に帰すべき理由により、所定の納入期限内又はその延長期限若しくは猶予期限までに発注者の注文する物品を完納しないとき、又は完納する見込みがないと明らかに認められるとき。

（2）第6条の規定に違反したとき。

（3）第8条の規定による不合格品の取替えを行なわないとき。

（4）前各号に揚げるもののほか、受注者が契約に違反し、その違反によってこの契約の目的を達することができないと明らかに認められるとき。

第13条　この契約に定めのない事項については、宮崎市上下水道局会計規程及び同規程の規定により準用する宮崎市財務規則に定めるところによる。

この契約の成立を証するため、本書2通を作成し、双方記名押印のうえ、各自その1通を保有する。

　 　令和　　年　　月　　日
            発注者　　　　　住　　　所　　宮崎市鶴島三丁目２５２番地
名　　　称　　宮崎市
代　表　者　 宮崎市上下水道事業管理者　
　　　　　　　　　　上下水道局長　　　　　　　　　㊞
　　　
受注者    　　　住　　　所
商号又は名称
代　表　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
